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・マスクは必須です！

・手が荒れても、手指の消毒を忘れずに！

・お食事の際は、おしゃべりは控えめに！（飲食はOKです）

・当センターは、飛沫感染予防のため、常時窓を開けています。

　そのせいで、暖房していても寒—いことが…( ﾉД`)ｼｸｼｸ…

会議などでご使用の際は、いっぱい着ぶくれてお越しくださいね。
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★改めての！コロナ対策

第15回 開運！オリジナルだるまコンテスト第15回 開運！オリジナルだるまコンテスト

　2月10日には各所より審査員を迎えて、独創性や

メッセージ性などを審査し、大賞を発表しました。

　総数164点のうち、子どもの部は80点の応募があ

り、昨年より応募数も倍近くに増え、コミュニティｆの

会場を賑わせています。

　2月28日まで展示しますので、ぜひ力作をご覧く

ださい！

　毎年恒例の毘沙門天大祭のだるま市は、残念ながらコロナウィル

スの影響で中止となりましたが、白い鈴川だるまに思い思いに色付

けし、工夫を凝らしたオリジナルだるまがたくさん集まりました。

●大人の部大賞 ： 小林 可奈さん（富士市）

●子どもの部大賞 ： 細野 紅葉さん 5才（富士宮市）
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御相談や会議室のご予約など、お気軽にお問い合わせください

開館時間 月～土曜日 10:00 ～ 22:00 / 日曜・祝日 10:00 ～ 17:00
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●　　　　　　　国際交流ボランティア養成講座使ってみよう！
やさしい日本語

●Zoom Boot Camp 富士市民活動センター
15 周年記念講座●　　　　　　　　　  SDGs ラボ

●NPO プレゼント講座 2020

●第 6 期 FUJI 未来塾 ●第 15 回オリジナルだるまコンテスト
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( 公財 ) 静岡県労働者福祉基金協会

みなさまのご参加ありがとうございます！

＜静岡ろうきん＞からの配当金の一部を、県内
の労働組合が「社会貢献のための寄付 ( 拠出 )」
した資金を基に実施する講座です。

ZOOM BootCamp

　11 月 28 日開催のNPOプレゼント講座 2020「プレイスメイキングで考え
る公共空間活用法」では、講師の園田聡さんは、自身が市民活動として実
践した小田原市における事例の他、行政が民間と連携しやすいようにルー
ルや仕組みから見直し、民間や個人が良質なコンテンツを生み出すための
土台づくりについて伝えました。地域の中には潜在的な魅力があり、それ
らを用いて地域のために取り組むためのプロセスが、人々の暮らしを豊か
にするとまとめ、プレイスメイキングの必要性を強調しました。
　また、1月 16 日開催の第 2弾「オ

ンパクがもたらした地域活性のかたち」では、講師の渡村マイさんが、全
国各地に広がりを見せているオンパクという手法について藤枝での事例を
交えて解説されました。そこでしか体験できない、様々な分野の地域体験
プログラムを一定期間に開催することで、経済の活性化だけでなく、埋も
れている地域資源や人材の発掘につながる効果もあり、来訪者のみならず、
住民も地域の魅力をを再発見できる手法であると述べられました。

富士市在住の外国人は総人口の約２％を占めています。多文化共生社会に向け
やる気ある担い手を育成する講座として始まった国際交流ボランティア養成講
座が今年も開催されました。やさしい日本語は、災害時だけでなく行政による

様々な文書を定住外国人へ分りやすく情報提供する手段として必要性が求められています。今回は３回連続
講座で、日本語教師の白銀真由美先生を講師に招き、外国人にも伝わりやすい「やさしい日本語」をテーマ
にレクチャーして頂きました。第３回目は、やさしい日本語を使って外国人の方と話す実践編を行いました。

WEB 会議ツールとして導入がいっそう進んだ ZOOM。
コミュニティｆでも、利用団体の皆さまから開催してほしい講座とし
て熱い要望も多く、今回は上級者向けとして開催しました。一通り
ZOOM会議を経験した方を対象とし、ホスト ( 会議を招集する人 ) と
しての使い方などを中心に、この人デキる (⁉) と思われるような使い
方のポイントを学びました。音声や画面をよりきれいに届けるためのポイントやセキュリティ等の安全面
など、ホストならではの疑問点が寄せられ、WEB 会議やオンラインイベントの満足度をより向上させる方
法などを学ぶ勉強会となりました。

2015 年に国連が全会一致で採択した「Sustainable 
Development Goals（持続可能な開発目標）」について
学ぶ講座として、昨年 10 月の第 1回から始まった富士
SDGｓラボ。1月 17 日（土）、最終回となる第 5回目「最
終発表～わたしたちにできるＳDGs アクション～」が開
催されました。4つのチームに分かれてそれぞれ SDGｓ
の観点を取り入れた活動をを企画、立案。各チームがプ
レゼンを審査委員長の小長井市長らに発表し、最優秀
チームに「fu･ji･ca･ri( フジカリ )」が選ばれました。
　フジカリが提案した、使われなくなった学用品や制服、
教科書などを市内限定で譲り合うサービスは、教育の格
差解消や入学準備時の経済的負担の軽減などの効果が高
く評価されました。
　この他のチームからも、SDGｓ達成に向けた様々なア
イデアが紹介され、これまでの実践ゼミナールを通じて、
持続可能な社会に向けて私たちがどう向き合うか、とい
う SDGｓの本質についての学びを深める講座となりま
した。

みなさまのご参加ありがとうございます！

富士市主催の第 6期 FUJI 未来塾が、9月の第 1回講座を皮切りにスタートし、1月 23 日のプレゼンリハー
サルを経て、1月 30 日、富士市消防庁舎を会場に公開プレゼン
テーションが開催されました。
今年は新型コロナウィルス感染対策を取りながらの開催という
こともあり、集まりが制限されている中でしたが、参加した６
チームのメンバーは、それぞれフィールドワークやトライアル
を重ね、最終プレゼンに臨みました。公開プレゼンテーション
では、市民が悩む公共的課題の解決をすべく、富士市への思い
が込められた魅力的な提案を発表していただきました。会場内
からは、各チームの企画に関する積極的な質問やアドバイスも
寄せられ、有意義な発表の機会となりました。 写真提供：富士市市民協働課


